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報 

１ 広報瑞穂第 128 号 

令和５年佐倉河地区新年交賀会並びに叙勲祝賀会について（お知らせ） 

第 40回佐倉河まつり協賛 

ゲートボール大会の結果 

優 勝：上 幅 

準優勝：八 幡 

第３位：松 堂 

第 40回佐倉河まつり協賛 

グラウンドゴルフ大会の結果 

第１位：高橋敏雄さん 

第２位：紺野文任さん 

第３位：及川智子さん 

 

木
々
の
葉
も
色
濃
く
な
り
秋
の

深
ま
り
を
感
じ
る
11
月
６
日
、
佐

倉
河
地
区
セ
ン
タ
ー
で
第
40
回
佐

倉
河
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
る
地
区
ま
つ
り
。
感
染
対
策
の

た
め
、
以
前
の
よ
う
な
演
芸
発
表
や

秋
の
味
覚
の
振
る
舞
い
な
ど
は
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
に

活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
第
一
歩

と
し
て
、
体
育
館
に
幼
稚
園
、
小
学

校
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
は
じ

め
、
地
区
の
方
々
が
丹
精
込
め
て
作

っ
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。 

ま
つ
り
当
日
は
、「
上
手
に
で
き 

た
ね
」
と
会
話
し
な
が
ら

鑑
賞
す
る
家
族
連
れ
や
、

「
作
品
を
見
る
の
が
好

き
だ
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
た
」
「
す
ご
い
！
こ

う
い
う
作
品
は
初
め
て

見
た
」
な
ど
と
話
す
来
場

者
で
、
地
区
セ
ン
タ
ー
は

久
し
ぶ
り
に
お
祭
り
ム

ー
ド
に
。 

 

会
場
の
準
備
・
片
付

け
、
作
品
出
品
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

来
年
は
、
一
層
に
ぎ
や

か
に
佐
倉
河
ま
つ
り
が

開
催
で
き
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第 40回佐倉河まつり ３年ぶりの地区まつり！作品展示で華やぐ 
「
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
？
」「
こ
れ
は
ね…

」

出
品
者
ど
う
し
の
会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た 

 令和５年佐倉河地区新年交賀会並びに叙勲祝賀会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の

ため、人数を制限して開催することといたします。 

 参加を希望される方全員にご参加いただくことができず誠に申し訳ございませんが、何卒ご理解賜

りますようお願い申し上げます。 

※新型コロナウイルスの感染拡大の状況によっては、開催を中止させていただく場合もあります。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

広報瑞穂第 128 号  ２ 

瑞
穂
大
学 

 

瑞
穂
大
学
第
４
回
講
座
は
10
月

19
日
、
奥
州
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
所
長
佐
久
間
賢
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、
「
鎮
守
府
胆
沢

城
風
土
と
伝
承
の
世
界
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
学
び
ま
し
た
。 

 

「
松
堂
」
の
地
名
は
、
現
在
の
佐

倉
河
郵
便
局
の
隣
に
あ
る
松
の
近

く
に
お
堂
を
作
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

名
付
け
ら
れ
、
お
堂
の
中
に
一
寸
八

分
の
大
き
さ
の
金
毘
羅
像
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
谷
地
に
あ
る

弘
法
大
師
堂
の
中
に
、
木
製
の
と
て 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

最
終
講
座
と
閉
講
式
を
行
う 

も
美
形
の
弘
法
大
師
像
が
奉
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
身
近
な
興
味
深

い
お
話
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。 

 

講
座
終
了
後
の
第
37
期
瑞
穂
大

学
の
閉
講
式
で
は
高
橋
学
長
よ
り
、

修
了
証
は
宮
田
地
区
の
佐
藤
弘
甲

さ
ん
、
精
励
賞
は
松
堂
地
区
の
佐
藤

知
恵
子
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
代
表
で

授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

来
年
も
運
営
委
員
を
中
心
に
た

め
に
な
る
講
座
を
企
画
し
、
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

交
通
安
全
協
会
佐
倉
河
分
会 

薄
暮
時
の
街
頭
指
導
活
動 

 

10
月

27
日
交
通
安
全
協
会
佐
倉
河

分
会
は
西
関
田
の
交
差
点
付
近
で
、
自
動

車
運
転
手
に
対
し
、
交
通
事
故
防
止
の

「
早
め
点
灯
」
を
呼
び
か
け
る
薄
暮
時
の

街
頭
指
導
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

夕
暮
れ
時
は
交
通
事
故
が
起
こ
り
や

す
い
時
間
帯
で
す
。
自
動
車
運
転
者
は
早

め
に
ラ
イ
ト
の
点
灯
を
行
う
と
と
も
に
、

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
明
る
い
服

装
と
、
反
射
材
・
ラ
イ
ト
を
活
用
し
て
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

街頭指導活動を行う交通安全協会佐倉河分会の皆さん 

長年の福祉活動が認められ受賞 

地
域
の
歴
史
を
興
味
深
く
聴
講
す
る
様
子 

修
了
証
を
代
表
受
領
す
る
佐
藤
弘
甲
さ
ん 

◎日本赤十字社表彰 

【銀色有功章】 伊藤滿朗さん（谷地） 

◎岩手県社会福祉大会  

 【社会福祉事業功労者】 高橋トミ子さん（松堂） 

 【共同募金運動功労者】 髙橋安司さん（上幅） 朝倉義勝さん（佐野） 

◎奥州市社会福祉大会 

 【奥州市社会福祉大会会長褒章】 髙橋美代さん（上幅） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 広報瑞穂第 128 号  

総
合
型
佐
倉
河
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫 

ものしり発見ウォーキング 

11
月
５
日
参
加
者
27
名
で
、

昨
年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

一
戸
町
の
「
御
所
野
遺
跡
」
と
、

二
戸
市
の
「
天
台
寺
」
を
散
策
す

る
「
も
の
し
り
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

御
所
野
遺
跡
の
竪
穴
建
物
は
、

土
の
屋
根
・
栗
の
木
の
柱
で
作
ら

れ
て
お
り
、
中
は
27
名
が
楽
々

入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
で
し
た
。
公

園
・
博
物
館
と
も
、
話
題
豊
富
な 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

方
の
説
明
で
楽
し
く
見
学
で
き

ま
し
た
。
お
昼
は
、
人
気
店
の
お

弁
当
で
皆
さ
ん
笑
顔
に
。 

 

天
台
寺
で
は
、
長
い
階
段
を
全

員
で
登
り
切
り
拝
観
。
「
ぜ
ひ
寂

聴
さ
ん
の
お
墓
を
拝
み
た
い
」
と

い
う
参
加
者
の
希
望
で
、
「
愛
し

た
、
書
い
た
、
祈
っ
た
」
と
刻
ま

れ
た
墓
に
手
を
合
わ
せ
て
き
ま

し
た
。 

曇
り
の
ち
小
雨
時
々
晴
れ
の

秋
ら
し
い
変
わ
り
や
す
い
天
気

で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
満

足
し
た
一
日
で
し
た
。 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

10
月
15
日
、
29
日
に
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
仙
人
地
区
の
菊
地
正

悦
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
お
願
い

し
、
延
べ
23
名
が
元
気
よ
く
地
区

セ
ン
タ
ー
か
ら
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
往
復
を
歩
き
ま

し
た
。
普
段
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
る
方
も
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
は
全
身

運
動
な
の
で
、
膝
・
腰
も
い
く
ら
か

軽
く
な
っ
た
」
と
実
感
す
る
な
ど
、

健
康
を
意
識
し
て
の
参
加
者
が
多

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           
ポールを持って歩くことで、歩行姿勢が良くなり 

ます 

館
長
協
議
会
視
察
研
修 

世
界
遺
産 

橋
野
鉄
鉱
山
を
視
察 

竪穴建物の中を見学へ 

御所野遺跡と天台寺を巡る 

記
念
撮
影
時
は
お
日
様
が
顔
を
出
し
て
く

れ
ま
し
た 

 

好
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
９
日
佐
倉
河

地
区
館
長
協
議
会
９
名
は
、
平
成
27
年

に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
釜
石
市
の

橋
野
鉄
鉱
山
を
視
察
す
る
研
修
を
行
い

ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
丁
寧

な
説
明
も
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
製
鉄

産
業
の
近
代
化
を
象
徴
す
る
史
跡
と
し

て
い
か
に
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
か

を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

日
本
の
近
代
製
鉄
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
橋
野

鉄
鉱
山
を
視
察
す
る
館
長
協
議
会
の
皆
さ
ん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 12月の行事予定 

【
編
集
後
記
】 

広報瑞穂第 128号 ４ 

 

     ４ 

行政区 世帯数 男 女 合 計 前月比 

栃の木 94 142 146 288 1 

上 幅 104 132 129 261 △1 

一本木 151 204 211 415  0 

八 幡 157 202 199 401 △2 

谷 地 156 198 211 409 △2 

佐 野 108 126 156 282 △2 

十文字 155 187 191 378 △1 

松 堂 492 542 568 1,110 △5 

宮 田 386 505 544 1,049 4 

仙 人 250 261 286 547 △4  

合 計 2,053 2,499 2,641 5,140 △12 

 

日（曜日） 行  事  内  容 

3日（土） 佐倉河地区子ども会育成会連絡協議会理事会（地区センター）19:00～ 

5日（月） 佐倉河地区老人クラブ連絡協議会理事会（地区センター）14:00～ 

7日（水） 年末清掃（地区センター）9:30～ 

定例民生児童委員協議会（地区センター）13:30～ 

8日（木） 定例区長会（地区センター）16:00～ 

27日（火） 振興会三役会議（地区センター）14:00 

12月 29日（木）～１月３日（火）は年末年始休館になります 

   

 

佐倉河地区の世帯と人口 （令和４年 10月 31日現在） 

避難訓練と消火訓練を行いました 

水消火器による消火訓練の様子 

おかげさまできれいになりました 

 10 月 19 日佐倉河地区老人クラブの皆さん

に、地区センターの除草作業をしていただきま

した。 

 また、11月１日菊地正悦さん（仙人）に、地

区センター庭園の植木を剪定していただきま

した。 

 ありがとうございました。 

第３回鎮守府八幡宮杯ゲートボール大会結果 

優 勝：十文字 

準優勝：佐 野 

第３位：上 幅 

先
日
、
紅
葉
狩
り
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。
赤
や

黄
、
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
光
の
差
し
具
合
で
雰

囲
気
を
変
え
る
自
然
美
に
目
を
奪
わ
れ
る
と
と
も

に
、
心
が
癒
さ
れ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。 

３
年
ぶ
り
と
な
る
佐
倉
河
ま
つ
り
で
も
、
子
ど
も

た
ち
の
力
強
い
絵
画
や
、
完
成
す
る
ま
で
に
何
日
も

か
か
っ
た
と
い
う
大
作
ま
で
多
彩
な
作
品
の
数
々

に
、
右
を
向
い
て
も
左
を
向
い
て
も
感
動
の
連
続
。 

感
動
す
る
こ
と
は
、
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

自
然
や
芸
術
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
寒
さ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
す
。（
本
明
） 




